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『
逢
坂
越
え
ぬ
権
中
納
言
』

覚
書

後

藤

康

文

本
稿
は
、
『
堤
中
納
言
物
語
』
所
収
の
一
篇
『
逢
坂
越
え
ぬ
権
中
納
言
』
を
と
り
あ
げ
て
従
来
の
注
釈
書
の
不
備
・
誤
り
等
を
い
く
つ
か

指
摘
し
、
い
さ
さ
か
の
卑
見
を
述
べ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
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『
堤
中
納
言
物
語
』
の
本
文
は
、
高
松
宮
家
蔵
本
(
池
田
利
夫
解
題
、
復
刻
日
本
古
典
文
学
館
)
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
桂
宮
旧
蔵
本
(
池

田
利
夫
解
説
、
笠
間
書
院
)
、
広
島
大
学
蔵
浅
野
家
旧
蔵
本
(
塚
原
鉄
雄
解
説
、
武
蔵
野
書
院
)
、
穂
久
遁
文
庫
蔵
久
遁
宮
旧
蔵
本
(
久
曾

神
昇
解
題
、
汲
古
書
院
)
、
吉
田
幸
一
氏
蔵
平
瀬
家
旧
蔵
本
(
吉
田
幸
一
解
題
、
古
典
文
庫
)
、
桃
園
文
庫
蔵
島
原
本
(
寺
本
直
彦
解
題
、

東
海
大
学
出
版
会
)
、
桃
圏
文
庫
蔵
榊
原
本
(
同
上
)
、
三
手
文
庫
蔵
今
井
似
閑
自
筆
本
(
塚
原
鉄
雄
・
神
尾
暢
子
校
注
、
新
典
社
)
の
八

本
を
参
照
し
、
適
当
と
思
わ
れ
る
か
た
ち
で
引
用
し
た
(
頁
・
行
数
の
表
示
に
つ
い
て
は
、
と
り
あ
え
ず
最
後
に
あ
げ
た
新
典
社
本
の
も

の
を
掲
げ
た
が
、
特
別
な
意
味
は
な
い
)
。

ま
た
、
今
回
参
照
あ
る
い
は
引
用
し
た
『
堤
中
納
言
物
語
』
の
注
釈
書
と
稿
中
に
お
け
る
略
称
は
以
下
の
と
お
り
。

『校註堤中納言物語』(昭三、明治書院)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・『校註』

-
久
松
潜
一



『
逢
坂
越
え
ぬ
権
中
納
言
』
覚
書

-
清
水
泰
『
増
訂
堤
中
納
言
物
語
評
釈
』
(
昭
九
、
立
命
館
出
版
部
)
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
『
評
釈
』

・
吉
沢
義
則
監
修
『
堤
中
納
言
物
語
新
講
』
(
昭
二
七
、
藤
谷
崇
文
館
)
-
j
i
-
-
:
:
:
:
・:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
j
i
-
-
j
i
-
-
・
:
『
新
講
』

-
上
回
年
夫
『
堤
中
納
言
物
語
新
釈
』
(
昭
二
九
、
白
楊
社
)
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
上
田
『
新
釈
』

-
佐
伯
梅
友
・
藤
森
朋
夫
『
堤
中
納
言
物
語
新
釈
』
(
喧
三
、
明
治
書
院
)
:
:
:
:
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
j
i
-
-
:
佐
伯
・
藤
森
『
新
釈
』

-
寺
本
直
彦
『
日
本
古
典
文
学
大
系
・
堤
中
納
言
物
語
』
(
昭
三
二
、
岩
波
書
庖
)
・
j
i
-
-
-
j
i
-
-
j
i
-
-
:
・:
:
j
i
-
-
:
:
『
大
系
』

・
山
岸
徳
平
『
堤
中
納
言
物
語
全
註
解
』
(
昭
三
七
、
有
精
堂
)
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
『
全
註
解
』

・松尾聡『堤中納言物語全釈』(昭四六、笠間書院)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・『全釈』

-
稲
賀
敬
一
一
『
日
本
古
典
文
学
全
集
・
堤
中
納
言
物
語
』
(
昭
四
七
、
小
学
館
)
・
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
・j
i
-
-
-
j
i
-
-
j
i
-
-
『
全
集
』
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-
土
岐
武
治
『
堤
中
納
言
物
語
の
注
釈
的
研
究
』
(
昭
五
一
、
風
間
書
房
)
:
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
・
『
注
釈
的
研
究
』

-
三
谷
栄
一
『
鑑
賞
日
本
古
典
文
学
・
堤
中
納
言
物
語
』
(
昭
五
一
、
角
川
書
庖
)
:
:
-
j
i
-
-
:
:
:
:
j
i
-
-
・:
:
j
i
-
-
:
:
『
鑑
賞
』

-
池
田
利
夫
『
旺
文
社
文
庫
・
現
代
語
訳
対
照
堤
中
納
言
物
語
』
(
昭
五
四
、
旺
文
社
)
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
『
対
照
』

.
三
角
洋
一

『
講
談
社
学
術
文
庫
・
堤
中
納
言
物
語
全
訳
注
』
(
昭
五
六
、
講
談
社
)
:
-
j
i
-
-
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
『
全
訳
注
』

-
塚
原
鉄
雄
『
新
潮
日
本
古
典
集
成
・
堤
中
納
言
物
語
』
(
昭
五
八
、
新
潮
社
)
:
j
i
-
-
:
:
:
:
・:
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
『
集
成
』

・
稲
賀
敬
二
『
完
訳
日
本
の
古
典
・
堤
中
納
言
物
語
』
(
昭
六
二
、
小
学
館
)
:
-
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
-
j
i
-
-
・:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
・
『
完
訳
』

-
大
槻
修
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
・
堤
中
納
言
物
語
』
(
平
四
、
岩
波
書
庖
)
:
j
i
-
-
・:
j
i
-
-
:
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
:
:
『
新
大
系
』

な
お
、
和
歌
の
引
用
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
、
各
種
散
文
文
献
の
引
用
は
各
々
所
掲
の
書
物
に
基
づ
い
た
が
、
い
ず
れ
も
漢
字
・
仮

名
づ
か
い
等
の
表
記
を
適
宜
改
め
て
あ
る
。



五
月
待
ち
つ
け
た
る
花
橘
の
香
も
、
昔
の
人
恋
し
う
、
秋
の
夕
べ
に
も
お
と
ら
ぬ
風
に
う
ち
に
ほ
ひ
た
る
は
、
を
か
し
う
も
あ
は
れ

に
も
思
ひ
知
ら
る
る
を
、
山
時
鳥
も
里
な
れ
て
語
ら
ふ
に
、
三
日
月
の
影
ほ
の
か
な
る
は
、
折
か
ら
忍
び
が
た
く
て
(
P
9
I
L
-
-
5
)
 

こ
の
物
語
の
起
筆
部
分
。
あ
た
か
も
そ
れ
は
、

の
華
麗
な

お
よ
そ
二
十
年
ほ
ど
の
ち
に
編
み
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
、
あ
の
『
狭
衣
』

回
目
頭
を
予
告
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
み
え
る
。
し
た
が
っ
て
諸
注
が
、
寸
五
月
待
ち
つ
け
た
る
花
橘
の
香
も
、
昔
の
人
L

の
典
拠
と
し
て
、

人
口
に
贈
表
し
た
名
歌
「
五
月
待
つ
花
橘
の
香
を
か
げ
ば
昔
の
人
の
袖
の
香
ぞ
す
る
」
(
『
古
今
集
』
夏
|
1
3
9
・
よ
み
人
し
ら
ず
)
を
、

「
山
時
鳥
も
里
な
れ
て
L

の
典
拠
と
し
て
、
こ
れ
ま
た
名
歌
「
あ
し
ひ
き
の
山
時
鳥
里
な
れ
て
た
そ
か
れ
時
に
名
の
り
す
ら
し
も
し
(
『
拾
遺

集
』
雑
春
|
1
0
7
9
・
大
中
臣
輔
親
)
を
、
こ
ぞ
っ
て
指
摘
す
る
の
は
む
し
ろ
あ
た
り
ま
え
の
話
で
あ
っ
て
、
こ
と
は
あ
ま
り
に
自
明

だ
っ
た
。
し
か
し
、
引
歌
が
そ
れ
だ
げ
と
い
う
の
で
は
、

い
か
に
も
聞
が
抜
け
て
い
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
両
者
に
挟
ま
れ
て
い
か
に
も
思

わ
せ
ぶ
り
に
畷
ら
れ
て
い
る
箇
所
に
も
ま
た
、

し
か
る
べ
き
典
拠
あ
り
と
み
る
の
が
当
然
な
の
だ
。
事
実
、

か
つ
て
は
こ
の
部
分
に
格
別

引
歌
を
想
定
し
な
い
立
場
が
一
般
的
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
『
注
釈
的
研
究
』
が
「
い
っ
と
て
も
恋
し
か
ら
ず
は
あ
ら
ね
ど
も
秋
の
夕
べ
は

あ
や
し
か
り
け
り
」
(
『
古
今
集
』
恋
一

|
5
4
6
・
よ
み
人
し
ら
ず
)
を
寸
引
歌
と
み
る
の
が
妥
当
」
と
断
定
し
た
ほ
か
、
『
鑑
賞
』
『
全

訳
注
』
『
集
成
』
『
完
訳
』
『
新
大
系
』
と
い
っ
た
近
来
の
注
釈
書
は
、
同
歌
あ
る
い
は
「
吹
き
来
れ
ば
身
に
も
し
み
け
る
秋
風
を
色
な
き
も

北
大
文
学
部
紀
要

33-



『
逢
坂
越
え
ぬ
権
中
納
言
』
覚
書

の
と
思
ひ
け
る
か
な
」
(
『
古
今
六
帖
』

一

4
2
3
)
を
、
引
歌
な
い
し
参
考
歌
と
し
て
掲
げ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
だ
が
、
こ

れ
で
は
い
か
に
も
隔
靴
掻
停
の
感
を
免
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
右
の
二
首
よ
り
も
は
る
か
に
適
切
な
引
歌
候
補
が
別
に
現
存
し
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
和
泉
式
部
の
次
の
一
首
だ
。

夜
、
寝
も
寝
ぬ
に
、
障
子
を
い
そ
ぎ
聞
け
て
な
が
む
る
に

-
恋
し
さ
も
秋
の
夕
べ
に
お
と
ら
ぬ
は
霞
た
な
び
く
春
の
あ
け
ぼ
の

(
『
和
泉
式
部
続
集
』
|
1
8
8
)

タ
ベ
に
も
お
と
ら
ぬ
風
に
L

の
典
拠
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
疑
う
余
地
が
な
い
。
と
す
る
な
ら
ば
、

い
な
、
こ
の
引
歌
を
認
定

-34 

歌
意
じ
た
い
は
物
語
の
場
面
設
定
に
適
合
す
る
も
の
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
の
歌
の
措
辞
が
、
先
の
中
間
部
に
あ
る
「
恋
し
う
、
秋
の

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
『
逢
坂
越
え
ぬ
権
中
納
言
』
冒
頭
の
凝
っ
た
文
章
表
現
の
し
く
み
、
『
狭
衣
』
ば
り
の
畳
み
か
け
る
引
用

の
様
相
が
十
全
に
立
ち
現
わ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
三
つ
の
引
歌
に
便
宜
上
番
号
を
付
し
そ
れ
ぞ
れ
が
踏
ま
え
ら
れ
た
箇
所

に
傍
線
を
施
し
た
か
た
ち
で
冒
頭
本
文
を
再
掲
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
に
な
る
。

①
五
月
待
ち
つ
け
た
る
花
橘
の
香
も
、
昔
の
人
②
恋
し
う
、
秋
の
夕
べ
に
も
お
と
ら
ぬ
風
に
う
ち
に
ほ
ひ
た
る
は
、
を
か
し
う
も
あ

は
れ
に
も
思
ひ
知
ら
る
る
を
、
③
山
時
鳥
も
里
な
れ
て
語
ら
ふ
に
、
三
日
月
の
影
ほ
の
か
な
る
は
、
折
か
ら
忍
び
が
た
く
て

と
こ
ろ
で
、
『
鑑
賞
』
は
「
「
三
日
月
の
影
ほ
の
か
な
る
」
と
い
う
文
も
、
今
日
で
は
わ
か
ら
な
い
が
、
引
き
歌
が
存
在
し
た
の
に
相
違



な
い
と
思
わ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
、

た
と
え
ば
、

-
暮
れ
は
て
む
空
を
ば
し
ば
し
三
日
月
の
影
ほ
の
か
な
る
名
ご
り
を
ぞ
思
ふ

(
寸
千
五
百
番
歌
合
」
|
2
7
3
9
・
源
通
光
)

-
さ
ら
ぬ
だ
に
影
ほ
の
か
な
る
三
日
月
の
心
細
く
も
木
の
間
漏
る
か
な

(
「
為
忠
家
後
度
百
首
L
1
2
8
5
・
藤
原
為
盛
)

と
い
っ
た
後
代
の
和
歌
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
思
え
ば
、
逆
に
こ
れ
ら
の
歌
の
方
が
『
逢
坂
越
え
ぬ
権
中
納
言
』

の
表
現
を
受
容
し
た

可
能
性
も
否
定
は
で
き
な
い
も
の
の
、

四
つ
め
の
引
歌
、

と
い
う
の
も
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
あ
り
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

35 

中
納

さ
こ
そ
心
に
入
ら
ぬ
け
し
き
な
り
し
か
ど
、

そ
の
日
に
な
り
て
、
え
も
い
は
ぬ
根
ど
も
引
き
具
し
て
、
参
り
給
へ
り
。
小

宰
相
の
局
に
ま
づ
お
は
し
て
、
「
心
を
さ
な
く
と
り
寄
せ
給
ひ
し
が
心
ぐ
る
し
さ
に
、
若
々
し
き
心
地
す
れ
ど
、
安
積
の
沼
を
尋
ね
て

侍
り
。
さ
り
と
も
、
負
け
給
は
じ
L

と
あ
る
ぞ
、
頼
も
し
き
。
い
つ
の
間
に
思
ひ
寄
り
け
る
こ
と
に
か
、
①
い
ひ
す
く
す
へ
く
も
あ

ら
す
。
み
ぎ
の
少
将
、
お
は
し
た
ん
な
り
。
「
い
づ
こ
や
。
い
た
う
暮
れ
ぬ
ほ
ど
ぞ
よ
か
ら
む
。
中
納
言
は
ま
だ
参
ら
せ
給
は
ぬ
に
や
」

と
、
ま
だ
き
に
い
ど
ま
し
げ
な
る
を
、
少
将
の
君
、
「
あ
な
を
こ
が
ま
し
。
御
前
こ
そ
、
御
声
の
み
高
く
て
お
そ
か
め
れ
。
彼
は
、
し

の
の
め
よ
り
入
り
ゐ
て
、

と
と
の
へ
さ
せ
給
ふ
め
り
」
な
ど
い
ふ
ほ
ど
に
ぞ
、

か
た
ち
よ
り
は
じ
め
て
、
同
じ
人
と
も
見
え
ず
、

は

づ
か
し
げ
に
て
、
「
②
な
と
〉
よ
。
こ
の
翁
、
な
い
た
う
い
ど
み
給
ひ
そ
。
身
も
く
る
し
L

と
て
、
歩
み
出
で
給
へ
る
、
御
年
の
ほ
ど

北
大
文
学
部
紀
要



『
逢
坂
越
え
ぬ
権
中
納
言
』
覚
書

ぞ
、
二
十
に
一
、
二
ば
か
り
あ
ま
り
給
ふ
ら
む
。

(
P
9
7
L
4
1
P
1
0
0
L
1
)
 

こ
こ
は
、
本
文
整
定
上
の
問
題
が
二
点
。
ま
ず
は
、
傍
線
部
①
の
「
い
ひ
す
く
す
へ
く
も
あ
ら
す
L

に
つ
い
て
。
従
来
の
諸
注
は
こ
の

箇
所
を
、
本
文
の
ま
ま
に
「
い
ひ
す
ぐ
す
べ
く
も
あ
ら
ず
L

と
読
ん
で
、
た
と
え
ば
、
「
い
く
ら
言
葉
を
尽
く
し
て
ほ
め
て
も
、
言
い
す
ぐ

し
ょ
う
も
な
い
」
(
上
田
『
新
釈
』
)
、
「
一
言
い
過
ぎ
る
事
は
、

ま
あ
、
あ
り
ま
せ
ぬ
。
「
言
ひ
す
ぐ
す
L

は
褒
め
過
ぎ
る
事
」
(
『
全
註
解
』
)
、

寸
(
い
く
ら
お
褒
め
し
て
も
)
言
い
過
ご
す
は
ず
も
な
い
」
(
『
対
照
』
)
、
「
い
く
ら
ほ
め
て
も
ほ
め
過
ぎ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
」
(
『
新
大
系
』
)

な
ど
と
解
釈
し
つ
づ
げ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
ま
っ
た
く
信
じ
が
た
い
誤
り
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。
複
合
動
調
「
い
ひ
す
ぐ
す
」

は
む
し
ろ
失
言
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
帯
び
た
こ
と
ぼ
で
あ
り
、
実
際
に
は
名
詞
「
い
ひ
す
ぐ
し
L

の
か
た
ち
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
、

と
い
っ
た
指
摘
を
わ
ざ
わ
ざ
す
る
ま
で
も
な
く
、
こ
の
場
合
の
「
い
ひ
す
く
す
」
が
「
い
ひ
っ
く
す
L

か
ら
の
転
説
で
あ
る
こ
と
は
、
あ

ま
り
に
も
明
白
だ
。
「
い
ひ
す
ぐ
す
」
な
ら
ぬ
「
い
ひ
っ
く
す
べ
く
も
あ
ら
ず
」
が
、
寸
口
で
は
と
て
も
表
現
で
き
な
い
、
筆
舌
に
尽
く
し

が
た
い
」
と
い
う
意
味
を
表
す
当
時
の
あ
り
ふ
れ
た
い
い
ま
わ
し
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
次
に
列
挙
す
る
用
例
か
ら
も
容
易
に
思
い
起
こ
さ

れ
る
は
ず
で
あ
る
。

-
ま
た
の
日
、
旅
に
久
し
く
も
あ
り
ぬ
べ
き
さ
ま
の
も
の
ど
も
あ
ま
た
あ
る
。
身
に
は
い
ひ
っ
く
す
べ
く
も
あ
ら
ず
、

か
な
し
う
あ
は

れ
な
り
。

(
『
晴
齢
日
記
』
中
巻
/
新
日
本
古
典
文
学
大
系
・

P
1
5
1
)

-
九
月
一
日
に
出
で
お
は
し
ま
す
。
道
の
ほ
ど
の
こ
と
ど
も
、

い
ひ
っ
く
す
べ
く
も
あ
ら
ず
。

(
『
う
つ
ほ
物
語
』
吹
上
下
巻
/
古
典
文
庫
・

P
5
3
6
)



-
女
房
ど
も
呼
び
つ
か
ひ
、
局
に
も
の
を
い
ひ
や
り
、
文
を
と
り
つ
が
せ
な
ど
し
て
あ
る
さ
ま
、

い
ひ
っ
く
す
べ
く
も
あ
ら
ず
。

(
三
巻
本
『
枕
草
子
』
「
身
を
か
へ
て
」

の
段
/
新
日
本
古
典
文
学
大
系
・

P
2
7
0
)

-
御
い
の
り
、
方
々
に
隙
な
く
の
の
し
る
。
祭
蹴
修
法
な
ど
、

い
ひ
っ
く
す
べ
く
も
あ
ら
ず
。

(
『
源
氏
物
語
』
夕
顔
巻
/
日
本
古
典
文
学
全
集
ー

ω・
P
2
5
5
)

-
秋
ご
ろ
、
和
泉
に
下
る
に
、
淀
と
い
ふ
よ
り
し
て
、
道
の
ほ
ど
の
を
か
し
う
あ
は
れ
な
る
こ
と
、

い
ひ
っ
く
す
べ
う
も
あ
ら
ず
。

(
『
更
級
日
記
』
/
新
日
本
古
典
文
学
大
系
・

P
4
2
6
)

:
つ
つ
く
し
う
、
ら
う
た
げ
な
る
さ
ま
な
ど
、

い
ひ
っ
く
す
べ
く
も
あ
ら
ず
。
声
、
気
配
、

ほ
の
か
な
る
あ
り
さ
ま
、

か
け
ま
く
も
か

し
こ
き
御
命
に
も
か
へ
つ
ば
か
り
に
、

い
み
じ
と
御
覧
じ
し
ま
せ
給
ふ
。

(
『
夜
の
寝
覚
』
巻
三
/
日
本
古
典
文
学
大
系
・

P
2
0
4
)

-
す
べ
て
、

い
ひ
っ
く
す
べ
く
も
あ
ら
ぬ
人
な
り
け
り
。
た
だ
、
あ
た
り
も
に
ほ
ひ
満
ち
給
ひ
、
光
り
か
か
ゃ
く
な
ど
は
、

か
か
る
を

い
ふ
な
り
け
り
と
ぞ
見
え
し
。

(
同
巻
四
/
同
・

P
2
7
9
)

-
少
し
う
ち
赤
み
て
、
こ
の
御
文
に
紛
ら
は
し
給
へ
る
用
意
、
気
色
、

ま
み
な
ど
、

い
ひ
っ
く
す
べ
う
も
あ
ら
ず
め
で
た
う
見
え
給
ふ

(
『
狭
衣
物
語
』
巻
一
/
日
本
古
典
全
書
i
上
・

P
2
1
3
)

語
り
手
は
こ
こ
で
、
中
納
言
の
持
参
し
た
菖
蒲
の
根
が
、
こ
と
ば
で
は
「
い
ひ
っ
く
す
」
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
に
す
ば
ら
し
い
、

賞
賛
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
今
回
参
観
し
た
諸
本
に
お
け
る
寸
す
し
の
字
母
は
す
べ
て
「
春
」
だ
が
、
実
際
の
誤
写
は
、
「
徒
L

と

「
須
」
の
間
で
起
こ
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
な
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。

北
大
文
学
部
紀
要
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と



『
逢
坂
越
え
ぬ
権
中
納
言
』
覚
書

つ
い
で
、
傍
線
部
②
の
「
な
と
〉
よ
」
に
つ
い
て
。
こ
こ
も
そ
の
ま
ま
「
な
ど
と
よ
L

に
作
ら
れ
、

た
と
え
ば
「
「
と
よ
L

は
強
め
て
添

え
た
助
詞
で
、
意
味
は
「
な
ど
」
(
ど
う
し
て
)

に
あ
る
L

(

佐
伯
・
藤
森
『
新
釈
』
)
、
コ
と
よ
」
は
感
動
助
調
で
あ
ろ
う
か
ら
「
な
ど
」

と
同
義
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
「
な
ど
し
は
用
例
か
ら
考
え
る
と
寸
何
故
」
の
意
ら
し
い
。
「
何
故
ま
あ
そ
ん
な
に
き
お
い
立
た
れ
る
の
か
L

の
意
で
あ
ろ
う
L

(

『
全
釈
』
)
、
寸
ど
う
し
て
、
な
ぜ
の
意
が
あ
る
副
調
「
な
ど
」
に
、
引
用
を
示
す
格
助
詞
の
「
と
」
と
間
投
助
調
「
よ
」

に
よ
る
連
語
「
と
よ
」
が
添
っ
た
も
の
。
ど
う
し
た

i
と
(
あ
な
た
は
思
う
の
で
す
)
よ
、

の
意
L

(

『
対
照
』
)
な
ど
と
い
っ
た
説
明
が
行

詞
「
な
ど
」
に
連
語
「
と
よ
」
が
直
結
す
る
こ
と
は
、

わ
れ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
も
き
わ
め
て
疑
わ
し
い
。
そ
の
理
由
は
い
た
っ
て
簡
単
で
、
「
な
に
と
L

が
転
じ
た
疑
問
の
副

そ
も
そ
も
の
原
理
か
ら
い
つ
で
も
あ
り
え
な
い
と
思
わ
れ
る
し
、
実
際
の
用
例
も

で
あ
る
)
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
は
そ
う
で
は
な
く
、
寸
な
ど
て
か
L

寸
な
ど
か
は
」
「
な
ど
か
」
あ
た
り
か
ら
の
本
文
転
説
を
想
定
し
て

-38 

見
い
だ
し
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
だ
(
も
し
も
そ
の
よ
う
な
例
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
確
か
に
示
し
て
ほ
し
い
も
の

し
か
る
べ
き
箇
所
で
は
な
い
か
と
思
う
。

い
ず
れ
も
意
味
上
は
下
に
「
さ
は
侍
ら
む
」
が
省
略
さ
れ
た
形
の
反
語
で
あ
り
、

ま
た
、
可
能

性
と
し
て
は
ど
の
本
文
か
ら
の
転
説
も
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
起
こ
り
え
た
と
判
断
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
、
「
天
」
↓
「
止
・
〉
L

、
か
つ
寸
可
L

↓
寸
与
L

の
誤
写
過
程
を
考
え
て
、

-
「
い
で
、

た
だ
、
な
す
げ
そ
」
と
い
ふ
を
、

さ
す
が
に
「
な
ど
て
か
L

と
思
ひ
顔
に
、

え
さ
ら
ぬ
、

に
く
さ
さ
へ
そ
ひ
た
り
。

(
三
巻
本
『
枕
草
子
』
寸
心
も
と
な
き
も
の
L

の
段
/
新
日
本
古
典
文
学
大
系
・

P
2
0
2
)

-
「
さ
て
今
宵
も
や
帰
し
て
ん
と
す
る
。

い
と
あ
き
ま
し
う
、

か
ら
う
こ
そ
あ
ベ
け
れ
L

と
の
た
ま
へ
ば
、
「
な
ど
て
か
。
あ
な
た
に
帰

り
侍
り
な
ば
、

た
ば
か
り
侍
り
な
ん
」
と
聞
ゅ
。

(
『
源
氏
物
語
』
空
蝉
巻
/
日
本
古
典
文
学
全
集
ー

ω・
P
1
9
6
)



-
「
な
ど
さ
は
。
参
る
と
聞
き
て
逃
げ
給
へ
る
か
L

と
問
ひ
給
へ
ば
、
「
な
ど
て
か
。
か
く
の
み
こ
そ
。
さ
べ
き
法
文
な
ど
習
ひ
聞
え
さ

せ
給
ふ
と
て
」
と
聞
ゆ
れ
ば

(
『
夜
の
寝
覚
』
巻
四
/
日
本
古
典
文
学
大
系
・

P
3
1
5
)

な
ど
の
例
に
同
じ
く
、
ひ
と
ま
ず
「
な
ど
て
か
」
を
選
択
し
て
お
き
た
い
。
要
す
る
に
中
納
言
は
、
敵
方
ふ
た
り
の
会
話
、
中
で
も
少
将

の
君
の
誇
張
さ
れ
た
こ
と
ば
じ
り
「
彼
は
、
し
の
の
め
よ
り
入
り
ゐ
て
、
と
と
の
へ
き
せ
給
ふ
め
り
L

を
聞
き
と
が
め
て
、
「
ど
う
し
て
そ

ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
L

と
否
定
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、

つ
づ
く
「
こ
の
翁
、
な
い
た
う
い

ど
み
給
ひ
そ
。
身
も
く
る
し
L

と
の
つ
な
が
り
も
よ
く
、
従
来
、
「
何
で
す
っ
て
」
(
『
評
釈
』
)
、
「
何
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
L

(

『
新
講
』
)
、

「
ど
う
し
て
そ
ん
な
に
お
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
」
(
上
田
『
新
釈
』
)
、
「
何
で
そ
う
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
」
(
佐
伯
・
藤
森
『
新
釈
』
)
、
「
ど
う
し
た

と
い
う
の
で
す
よ
L

(

『
大
系
』
)
、
「
何
と
言
う
事
で
あ
り
ま
す
か
ね
え
。
(
も
う
、

そ
ん
な
に
挑
ま
し
げ
で
|
|
競
争
的
な
態
度
で
、
御
有

39 

り
な
の
は
。
)

L

(

『
全
註
解
』
)
、
「
何
故
ま
あ
(
そ
ん
な
に
き
お
い
立
た
れ
る
の
で
す
か
。
)
」
(
『
全
釈
』
)
、
「
い
っ
た
い
ど
う
し
た
と
い
う
ん

で
す
」
(
『
全
集
』
)
、
「
な
ん
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
(
そ
ん
な
に
競
争
的
な
態
度
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
は
)
」
(
『
鑑
賞
』
)
、
「
な
ん
だ
と
い
う

の
で
す
よ
L

(

『
対
照
』
)
、
「
い
っ
た
い
何
ご
と
で
す
か
」
(
『
全
訳
注
』
)
、
「
ど
う
し
た
ん
だ
い
」
(
『
集
成
』
)
、
寸
一
体
な
に
事
を
そ
ん
な
に
L

(
『
新
大
系
』
)
等
々
と
、
揺
れ
に
揺
れ
て
い
た
現
代
語
訳
に
も
よ
う
や
く
決
着
が
つ
く
こ
と
に
な
ろ
う
。

ま
た
の
日
、
あ
や
め
も
引
き
す
ぎ
ぬ
れ
ど
、
名
ご
り
に
や
、
菖
蒲
の
紙
あ
ま
た
引
き
か
さ
ね
て
、

北
大
文
学
部
紀
要



『
逢
坂
越
え
ぬ
権
中
納
言
』
覚
書

昨
日
こ
そ
引
き
わ
び
に
し
か
あ
や
め
草
深
き
こ
ひ
ぢ
に
お
り
立
ち
し
ま
に

と
聞
え
給
へ
れ
ど
、
例
の
か
ひ
な
さ
を
お
ぼ
し
な
げ
く
ほ
ど
に
、

は
か
な
く
五
月
も
す
ぎ
ぬ
。

(
P
1
0
8
L
8
1
P
1
0
9
L
7
)
 

根
合
の
翌
日
、
中
納
言
が
思
い
を
寄
せ
る
「
宮
」
に
贈
っ
た
一
首
。
そ
の
解
釈
の
あ
り
か
た
を
こ
こ
で
は
問
題
に
し
て
み
た
い
。
ま
ず

は
諸
注
を
任
意
に
繕
く
に
、
こ
の
歌
は
こ
れ
ま
で
、

お
よ
そ
次
の
よ
う
に
訳
さ
れ
て
き
て
い
る
よ
う
だ
。

O
昨
日
(
五
月
五
日
は
、
如
何
に
も
菖
蒲
の
根
を
引
く
日
で
あ
っ
た
か
ら
、
)
そ
の
根
を
引
く
た
め
に

(
私
は
、
)
情
け
な
く
佑
し
い
思
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い
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
(
そ
れ
は
)
深
い
泥
の
中
に
、

は
い
り
こ
ん
で
行
っ
た
時
に
、
(
ど
う
し
て
も
、
な
か
ノ
¥
菖
蒲
の
根
を

う
ま
く
引
け
ず
に
、
)
引
き
佑
び
た
か
ら
で
し
た
。
(
表
)

(
昨
日
ば
か
り
で
は
な
く
、
何
時
も
そ
う
な
の
で
す
け
れ
ど
も
)
昨
日
と
言
う
昨
日
こ
そ
は
、

(
御
身
に
も
逢
え
ず
、
)
如
何
に
も
頼
り

な
く
、
物
足
ら
ぬ
佑
し
い
思
い
で

(
私
は
一
日
)
暮
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
御
身
を
思
う
深
い
恋
路
に

(
私
が
)

は
ま
り
こ
ん
で
居

る
時
で
あ
り
ま
す
の
で
。
(
裏
)

(
『
全
註
解
』
)

O
昨
日
は
菖
蒲
を
引
き
わ
ず
ら
っ
て
、
わ
び
し
く
過
ご
し
ま
し
た
、
深
い
泥
・
恋
路
に
は
い
っ
て
難
渋
し
ま
し
た
聞
に

(
『
全
集
』
)

O
昨
日
こ
そ
は
菖
蒲
草
を
引
き
ぬ
け
な
い
で
難
渋
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
深
い
泥
の
中
に
お
り
立
ち
ま
し
た
あ
い
だ
に
。
(
あ
や
め
草
を

引
く
日
で
あ
る
昨
日
こ
そ
は
と
り
わ
け
で
つ
ら
く
さ
び
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。
あ
な
た
を
思
っ
て
深
い
恋
路
に
入
り
こ
み
ま
し
た

の
で
。
)

(
『
全
釈
』
)



O
昨
日
と
い
う
昨
日
は
菖
蒲
草
を
引
き
抜
く
の
に
苦
労
し
て
、
辛
く
淋
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。
深
い
泥
|
|
あ
な
た
へ
の
恋
路

l
l
に

お
り
立
ち
ま
し
た
聞
に
。

(
『
対
照
』
)

O
昨
日
は
菖
蒲
の
根
を
引
き
わ
び
て
、

わ
び
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。
深
い
泥
地
な
ら
ぬ
恋
路
に
降
り
立
っ
た
ま
ま
で
。
そ
れ
で
今
日
、

苦
し
い
胸
の
う
ち
を
お
伝
え
す
る
の
で
す
。

(
『
全
訳
注
』
)

O
昨
日
は
菖
蒲
の
根
を
引
き
わ
び
て
、

わ
び
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。
深
い
泥
地

l
i
恋
路
に
降
り
立
ち
ま
し
た
ま
ま
。

(
『
新
大
系
』
)

す
な
わ
ち
、
中
納
言
の
歌
は
実
質
的
に
第
三
句
で
終
止
し
て
お
り
、
第
四
・
五
句
は
以
上
を
補
足
す
る
関
係
に
あ
る
と
把
握
す
る
わ
け

A
J
-
a
v、A

、

+
J
，刀

そ
こ
で
ど
う
し
て
も
気
に
な
る
の
は
、
諸
注
が
同
歌
の
「
昨
日
こ
そ

i
し
か
」
に
ま
っ
た
く
逆
接
の
意
味
あ
い
を
認
め
よ
う
と
し

て
い
な
い
点
な
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、

そ
も
そ
も
こ
の
形
式
を
踏
む
歌
は
、

よ
く
知
ら
れ
た
次
の
二
首
、
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-
昨
日
こ
そ
早
苗
と
り
し
か
い
つ
の
ま
に
稲
葉
そ
よ
ぎ
て
秋
風
の
吹
く

(
『
古
今
集
』
秋
上

1
7
2
・
よ
み
人
し
ら
ず
/
『
新
撰
和
歌
』

一l
l
6
/
『
古
今
六
帖
』

一

1
2
7
/
『
和
漢
朗
詠
集
』
下
|
5

7
1
等
)

-
昨
日
こ
そ
年
は
暮
れ
し
か
春
霞
春
日
の
山
に
は
や
立
ち
に
け
り

(
『
拾
遺
集
』

一
3
・
赤
人
/
『
万
葉
集
』
十

1
8
4
3
/
『
古
今
六
帖
』

一

1
4
/
『
和
漢
朗
詠
集
』
上

7
7
等
)

を
は
じ
め
と
し
て
、

北
大
文
学
部
紀
要



『
逢
坂
越
え
ぬ
権
中
納
言
』
覚
書

-
昨
日
こ
そ
君
は
あ
り
し
か
思
は
ぬ
に
浜
松
の
う
へ
に
雲
と
た
な
び
く

(
『
万
葉
集
』
三

4
4
4
・
大
伴
三
中
/
『
古
今
六
帖
』
四
|
2
4
3
5
)

-
昨
日
こ
そ
船
出
は
せ
し
か
い
き
な
と
り
ひ
ぢ
き
の
灘
を
今
日
見
つ
る
か
も

.
昨
日
こ
そ
寝
待
ち
も
せ
し
か
春
の
夜
の
今
宵
の
月
を
い
か
が
見
る
ら
む

(
『
万
葉
集
』
十
七
l
3
8
9
3
)

(
『
う
つ
ほ
物
語
』
春
日
詣
|
1
2
0
)

と
い
っ
た
前
代
の
和
歌
、

ま
た
、
こ
れ
は
本
歌
取
り
の
手
法
か
ら
し
て
当
然
の
結
果
と
も
い
え
る
が
、

(
「
堀
河
百
首
」
|
8
8
1
/
『
千
載
集
』
冬
1
3
8
7
・
藤
原
公
実
)
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-
昨
日
こ
そ
秋
は
暮
れ
し
か
い
つ
の
ま
に
岩
間
の
水
の
う
す
凍
る
ら
む

-
昨
日
こ
そ
波
は
か
け
し
か
揖
枕
雲
し
く
峰
も
袖
は
濡
れ
け
り
(
「
千
五
百
番
歌
合
L
1
2
8
9
3
・
藤
原
家
隆
/
『
壬
二
集
』
1
5
9
7
)

-
昨
日
こ
そ
霞
立
ち
し
か
時
鳥
ま
た
う
ち
は
ぶ
く
去
年
の
ふ
る
声

.
阿
同
引
刻
時
雨
は
せ

U
料
藤
袴
げ
さ
来
て
見
れ
ば
な
ほ
ぞ
露
け
き

(
『
拾
遺
愚
草
』

|
1
5
2
2
)

(
「
為
忠
家
初
度
百
首
」
|
3
3
4
・
源
仲
正
)

-
昨
日
こ
そ
花
は
散
り
し
か
み
吉
野
の
青
根
が
峰
に
夏
も
来
に
け
り

(
「
文
保
百
首
」

1
2
1
8
・
藤
原
俊
光
)

-
昨
日
こ
そ
焼
く
と
は
見
し
か
春
日
野
に
い
つ
し
か
今
日
は
若
菜
摘
み
つ
つ

.
昨
日
こ
そ
夏
は
暮
れ
し
か
朝
戸
出
で
の
衣
手
寒
し
秋
の
初
風

(
『
新
千
載
集
』
1
3
4
・
よ
み
人
し
ら
ず
)

(
『
新
続
古
今
集
』
秋
上
1
3
4
7
・
源
実
朝
/
『
金
棟
集
』
|
1
8
0
)



-
昨
日
こ
そ
氷
解
け
し
か
水
無
瀬
川
春
を
深
め
て
立
つ
霞
か
な

(
『
草
庵
集
』

5
1
)

等
々
後
代
の
詠
作
と
、
そ
の
い
ず
れ
を
と
っ
て
み
て
も
、
「
昨
日
ー
し
た
ば
か
り
だ

(
と
思
っ
て
い
た
)

の
に
、

(
今
日
は
早
く
も
)

{

)

L

の
意
で
、
逆
接
的
に
下
に
か
か
っ
て
ゆ
く
語
法
に
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
「
昨
日
こ
そ

i
し
か
」
と
は
そ
う
し
た
一
種
の
定
型
表
現
な
の
で

あ
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
当
面
の
中
納
言
の
歌
だ
げ
が
そ
こ
か
ら
は
ず
れ
た
き
わ
め
て
例
外
的
な
作
だ
と
は
、
少
々
考
え
に
く
い
の
で
は

な
か
ろ
う
か
(
か
り
に
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、

そ
れ
な
り
の
説
明
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
だ
)
。
ど
う
や
ら
こ
の
一
首
、
根
本
的
に
解
釈
を

見
直
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
ら
し
い
。

で
は
、
ど
の
よ
う
に
解
決
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
ー
ー
そ
の
方
途
は
、
可
能
性
と
し
て
い
ち
お
う
ふ
た
つ
あ
る
よ
う
に
思
う
。
ひ
と
つ
は
、

「
昨
日
こ
そ
あ
や
め
草
(
ヲ
)
深
き
こ
ひ
ぢ
に
お
り
立
ち
し
ま
に
引
き
わ
び
に
し
か

(
:
:
・
:
:
)
」
と
捉
え
る
考
え
方
。

つ
ま
り
、
「
昨
日
、
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こ
の
歌
の
構
造
を
事
実
上
、
「
昨
日
こ
そ
深
き
こ
ひ
ぢ
に
お
り
立
ち
し
ま
に
あ
や
め
草
(
ヲ
)
引
き
わ
び
に
し
か

(::::・
)
L

あ
る
い
は

深
い
泥
地
の
中
に
足
を
踏
み
入
れ
た
聞
に
、
菖
蒲
を
引
き
抜
く
の
に
苦
労
し
た
ば
か
り
で
す
の
に
:
:
:
:
・
」
と
だ
け
述
べ
て
、
下
に
「
今

日
は
早
く
も
、
別
の
泥
地
|
|
あ
な
た
へ
の
ま
ま
な
ら
ぬ
恋
路
に
難
儀
し
て
い
る
こ
と
で
す
」
く
ら
い
の
省
略
が
あ
る
と
す
る
理
解
な
の

だ
け
れ
ど
も
、

よ
し
ん
ば
そ
の
よ
う
な
〈
省
略
〉
の
手
法
を
容
認
す
る
と
し
て
も
、
こ
れ
で
は
歌
末
尾
の
表
現
「
ま
に
」
が
な
ん
と
な
く

お
荷
物
と
な
っ
て
う
ま
く
処
理
し
き
れ
な
い
う
ら
み
が
残
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
も
う
ひ
と
つ
の
考
え
方
が
生
じ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、
結
句
の
本
文
に
欠
陥
あ
り
と
想
定
す
る
〈
誤
写
〉
説
で
あ

る
。
別
な
い
い
方
を
す
る
な
ら
ば
、
現
在
み
る
中
納
言
の
歌
本
文
は
明
ら
か
に
奇
妙
で
あ
り
、
本
来
は
先
の
類
型
か
ら
逸
脱
し
な
い
で
す

む
解
釈
が
す
っ
き
り
と
施
せ
る
よ
う
な
か
た
ち
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、

と
推
測
し
て
み
る
わ
け
だ
。
た
と
え
ば
、
原
形
「
お
り
立
ち
て

北
大
文
学
部
紀
要



『
逢
坂
越
え
ぬ
権
中
納
言
』
覚
書

け
り
」
が
、
「
天
介
利
」
↓
寸
之
万
耳
」
の
誤
写
過
程
を
経
て
、
現
在
の
「
お
り
立
ち
し
ま
に
」
に
変
化
し
た
、
と
い
う
よ
う
に
。
か
り
に

こ
の
本
文
に
依
拠
し
て
み
る
と
、
一
首
の
大
意
は
寸
昨
日
、
菖
蒲
を
引
き
抜
く
の
に
悪
戦
苦
闘
し
た
ば
か
り
で
す
の
に
、
今
日
は
早
く
も
、

泥
地
な
ら
ぬ
あ
な
た
へ
の
深
い
恋
路
に
足
を
踏
み
入
れ
て
し
ま
い
、
苦
悩
し
て
い
ま
す
」
ほ
ど
に
解
せ
る
だ
ろ
う
。

現
段
階
で
は
、
確
信
を
も
て
る
解
決
案
を
示
す
に
は
至
ら
な
い
が
、
個
人
的
に
は
〈
誤
写
〉
説
の
方
に
こ
だ
わ
っ
て
な
お
考
え
て
み
た

い
と
思
っ
て
い
る
。
重
ね
て
い
う
が
、
こ
れ
は
類
型
と
は
無
関
係
な
特
殊
な
歌
な
の
だ
、

と
あ
く
ま
で
主
張
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
に

対
応
す
る
〈
特
殊
〉
な
説
明
を
怠
っ
て
は
な
ら
な
い
は
ず
だ
。

四
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土
さ
へ
割
れ
て
照
る
日
に
も
、
袖
干
す
よ
な
く
お
ぽ
し
く
づ
を
る
る
。
十
日
余
日
の
月
く
ま
な
き
に
、
宮
に
い
と
忍
び
て
お
は
し
た

り
。
宰
相
の
君
に
消
息
し
給
へ
れ
ば
、
「
は
づ
か
し
げ
な
る
御
あ
り
さ
ま
に
、

い
か
で
聞
え
さ
せ
む
L

と
い
へ
ど
、
「
さ
り
と
て
、

も

の
の
ほ
ど
し
ら
ぬ
や
う
に
や
L

と
て
、
妻
戸
押
し
開
け
、
対
面
し
た
り
。
う
ち
に
ほ
ひ
給
へ
る
に
、

よ
そ
な
が
ら
移
る
心
地
ぞ
す
る
。

な
ま
め
か
し
う
心
深
げ
に
聞
え
つ
づ
け
給
ふ
こ
と
ど
も
は
、
奥
の
え
び
す
も
思
ひ
し
り
ぬ
べ
し
。
「
例
の
、
か
ひ
な
く
と
も
、
か
く
と

き
〉
つ
は
か
り
の
御
こ
と
の
は
を
だ
に
L

と
責
め
給
へ
ば
、
「
い
さ
や
L

と
う
ち
嘆
き
て
入
る
に
、

ゃ
を
ら
つ
づ
き
て
入
り
ぬ
。

(
P
1
0
9
L
7
1
P
I
l
l
L
6
)
 

六
月
の
さ
や
か
な
月
の
夜
、
恋
情
ゃ
み
が
た
い
中
納
言
は
宮
邸
を
密
か
に
訪
れ
て
宰
相
の
君
に
苦
哀
を
訴
え
る
。
こ
こ
で
は
、
傍
線
部



寸
か
く
と
き
〉
つ
は
か
り
」
を
姐
上
に
の
せ
た
い
。
こ
れ
は
確
実
に
損
傷
を
蒙
っ
て
い
る
本
文
だ
か
ら
だ
。

そ
こ
で
ま
ず
は
、

い
く
つ
か
の

注
釈
書
の
見
解
に
耳
を
傾
け
て
み
よ
う
。

O
通
釈
の
よ
う
に
解
す
る
の
に
は
、
「
つ
」
の
下
に
「
と
L

が
無
け
れ
ば
無
理
で
あ
る
。

O
は
っ
き
り
し
な
い
言
い
方
で
あ
る
。
こ
う
と
自
分
(
姫
宮
)
が
聞
い
た
と
い
う
ぐ
ら
い
の
姫
宮
の
御
詞
を
な
り
と
せ
め
て
承
り
た
い

の
意
か
。
こ
の
意
に
解
す
る
な
ら
本
文
は
「
か
く
と
聞
き
っ
と
ば
か
り
」
又
は
「
か
く
聞
き
給
ひ
っ
と
ば
か
り
」
と
で
も
あ
り
た
い

(
佐
伯
・
藤
森
『
新
釈
』
)

ょ
う
で
あ
る
。

(
『
全
釈
』
)

O
上
の
よ
う
に
解
す
る
に
は
「
か
く
と
聞
き
給
ひ
っ
と
ば
か
り
」
と
あ
り
た
い
と
こ
ろ
。
(
中
略
)
舌
足
ら
ず
な
表
現
。

(
『
対
照
』
)

(
『
全
訳
注
』
)
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O
「
聞
き
つ
」
の
あ
と
に
「
と
」
が
ほ
し
い
と
こ
ろ
。
権
中
納
言
は
こ
れ
ま
で
一
言
の
返
辞
(
事
)
も
も
ら
っ
た
こ
と
が
な
い
。

「
つ
ば
か
り
L

の
語
法
に
想
到
す
れ
ば
、
こ
こ
を
「
融
合
表
現
」
と
規
定
し
て
、
「
想
定
す
る
姫
宮
の
会
話
表
現
「
か
く
と
聞
き
つ
」
が
、

引
用
形
式
に
な
ら
な
い
で
、
直
接
に
引
用
す
る
中
納
言
の
会
話
表
現
の
「
ば
か
り
L

を
下
接
す
る
構
成
の
表
現
で
あ
る
」
(
『
集
成
』
)
な
ど

と
説
明
す
る
の
は
や
は
り
牽
強
付
会
で
あ
っ
て
、
右
に
あ
げ
た
諸
注
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
場
合
、
「
つ
L

と
「
ば
か
り
」
の
聞
に
格

助
詞
「
と
」
が
要
求
さ
れ
る
の
は
必
至
だ
。
が
、
話
は
そ
れ
で
終
わ
り
で
は
な
く
、
同
時
に
、
「
か
く
と
聞
き
つ
」
の
「
と
」
は
不
用
で
あ

そ
し
て
、

る
こ
と
も
見
す
ご
し
て
は
な
る
ま
い
。
す
な
わ
ち
問
題
の
本
文
は
、
正
し
く
は
寸
か
く
聞
き
っ
と
ば
か
り
L

と
あ
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。

そ
の
転
説
過
程
は
お
そ
ら
く
、
「
か
く
き
〉
つ
回
は
か
り
L

↓
寸
か
く
き
〉
つ
口
は
か
り
」
↓
「
か
く
回
き
〉
つ
は
か
り
L

で、

北
大
文
学
部
紀
要



『
逢
坂
越
え
ぬ
権
中
納
言
』
覚
書

引
用
の
格
助
詞
「
と
」
が
い
っ
た
ん
脱
落
を
起
こ
し
た
あ
と
、
誤
っ
た
位
置
に
復
活
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
の
で

あ
る
。
以
上
の
傍
証
を
数
例
、
最
後
に
掲
げ
て
お
く
と
し
よ
う
。

-
「
今
日
の
試
楽
は
、
青
海
波
に
事
み
な
尽
き
ぬ
な
。
い
か
が
見
給
ひ
つ
る
」
と
聞
え
給
へ
ば
、
あ
い
な
う
、
御
い
ら
へ
聞
え
に
く
く
て
、

「
こ
と
に
侍
り
つ
」
と
ば
か
り
聞
え
給
ふ
。

(
『
源
氏
物
語
』
紅
葉
賀
巻
/
日
本
古
典
文
学
全
集

ω・
P
3
8
4
)

-
蔵
人
の
君
、
例
の
人
に
い
み
じ
き
こ
と
ば
を
尽
く
し
て
、
「
今
は
限
り
と
思
ひ
は
つ
る
命
の
、

さ
す
が
に
か
な
し
き
を
。
『
あ
は
れ
と

思
ふ
』
と
ば
か
り
だ
に
、

ひ
と
こ
と
の
た
ま
は
せ
ば
、

そ
れ
に
か
け
と
ど
め
ら
れ
て
、
し
ば
し
な
が
ら
へ
や
せ
む
」
な
ど
あ
る
を

(
同
竹
河
巻
/
同
ー

ω・
P
8
3
)
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-
「
こ
の
、
奉
る
文
を
見
給
ふ
も
の
な
ら
ば
、
給
は
ず
と
も
、

た
だ
『
見
つ
』
と
ば
か
り
は
の
た
ま
へ
L

と
ぞ
い
ひ
や
り
け
る
。
さ
れ
ば
、

「
見
つ
」
と
ぞ
い
ひ
や
り
け
る
。

(
『
平
中
物
語
』
第
二
段
/
日
本
古
典
文
学
全
集
・

P
4
6
7
)

-
つ
ゆ
ま
ど
ろ
ま
れ
ず
、

お
ぽ
し
明
か
さ
れ
て
、
「
見
き
」
と
ば
か
り
の
気
色
も
、

ほ
の
め
か
さ
せ
給
は
ま
ほ
し
け
れ
ど

(
『
夜
の
寝
覚
』
巻
一
ニ
/
日
本
古
典
文
学
大
系
・

P
2
0
9
)

-
「
い
と
か
う
、
世
に
知
ら
ぬ
も
の
思
ふ
人
も
あ
り
け
り
」
と
ば
か
り
だ
に
、
知
ら
せ
給
へ
か
し
。

(
『
狭
衣
物
語
』
巻
一
/
日
本
古
典
文
学
大
系
・

P
5
6
)

-
「
常
よ
り
は
、
御
覧
じ
っ
」
と
ば
か
り
の
御
返
り
ご
と
を
見
給
ふ
に
も
、
今
は
じ
め
た
る
こ
と
に
は
あ
ら
ね
ど
、

い
と
か
く
憂
き
も
の

に
お
ぼ
し
め
さ
れ
に
け
る
わ
が
心
の
恨
め
し
き
も
、
「
今
は
い
か
が
せ
む
」
と
お
ぼ
し
し
ゃ
つ
め
ら
れ
ず
(
同
巻
三
/
同
・

P
2
2
7
)



五

臥
し
給
へ
る
と
こ
ろ
に
さ
し
寄
り
て
、
「
時
ど
き
は
、
端
つ
方
に
で
も
涼
ま
せ
給
へ
か
し
。
あ
ま
り
①
む
も
れ
い
た
る
も
」
と
て
、
「
例

の
、
わ
り
な
き
こ
と
こ
そ
。
え
も
い
ひ
し
ら
ぬ
御
け
し
き
、
常
よ
り
も
い
と
を
し
う
こ
そ
見
奉
り
侍
れ
。
『
た
だ
ひ
と
こ
と
聞
え
し
ら

せ
ま
ほ
し
く
て
な
む
、
野
に
も
山
に
も
』
と
、

か
こ
た
せ
給
ふ
こ
そ
わ
り
な
く
侍
る
」
と
聞
ゆ
れ
ば
、
「
い
か
な
る
に
か
、
心
地
の
例

な
ら
ず
お
ぽ
ゆ
る
L

と
の
た
ま
ふ
。
「
い
か
が
」
と
聞
ゆ
れ
ば
、
「
②
れ
い
は
み
や
に
を
し
ふ
る
」
と
て
、
う
ご
き
給
ふ
べ
う
も
あ
ら

ね
ば
、
「
か
く
な
む
聞
え
む
」
と
て
立
ち
ぬ
る
を
、
声
を
し
る
べ
に
て
、
尋
ね
お
は
し
た
り
。

(
P
I
l
l
L
6
i
p
-
-
3
L
3
)
 

中
納
言
の
哀
訴
を
伝
え
に
来
た
宰
相
の
君
と
、

そ
の
主
人
姫
宮
と
の
や
り
と
り
で
あ
る
。

ひ
と
つ
め
の
問
題
点
と
し
て
、

ま
ず
傍
線
部
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①
を
と
り
あ
げ
て
お
き
た
い
。
そ
の
わ
け
は
、
こ
の
表
現
に
つ
い
て
、
「
「
埋
れ
ゐ
給
ひ
た
る
も
L

と
あ
り
た
い
と
こ
ろ
」
(
『
対
照
』
/
『
新

大
系
』
)
、
っ
敬
語
が
な
い
か
ら
、

一
般
論
と
し
て
言
っ
た
も
の
」
(
『
全
集
』
)
、

さ
ら
に
は
「
「
:
:
:
:
・
居
た
る
も
・
:
:
:
:
」
と
あ
る
か
ら
、

宰
相
の
君
が
奥
に
埋
れ
て
居
た
け
れ
ど
も
、
今
、
外
に
出
た
ら
涼
し
く
て
よ
か
っ
た
の
で
あ
る
L

(

『
全
註
解
』
)

と
の
珍
説
ま
で
含
め
て
、

少
な
く
と
も
三
と
お
り
の
解
釈
が
提
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
、

そ
れ
は
ひ
と
え
に
、
尊
敬
語
「
給
ふ
L

の
〈
欠
落
〉
を
ど
の
よ
う
に
理
解

す
る
か
と
い
う
次
元
で
の
見
解
の
相
違
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
し
、

で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
以
下
に
掲
げ
る
い
く
つ
か
の
類
例

を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。

北
大
文
学
部
紀
要



守
逢
坂
越
え
ぬ
権
中
納
言
』
覚
書

-
重
し
と
て
も
、

い
と
か
う
あ
ま
り
埋
れ
た
ら
む
は
、
心
づ
き
な
く
わ
る
ぴ
た
り
と
、
中
将
は
ま
い
て
心
い
ら
れ
し
け
り
。

-
あ
ま
た
の
年
ご
ろ
、
こ
の
道
を
行
き
か
ふ
た
び
重
な
る
を
思
ふ
に
、 源
z 氏
三物
」 三五
は旦口

か+
と盆

守荘
、巻
も
/ の

キ Hz杢
れ出

?受
忍安
究柔

t (i) 
起 P 
き
3 

上 a

カま ご
りふ

て
、
こ
の
山
の
色
も
見
給
へ
。

い
と
埋
れ
た
り
や
。

(
同
東
屋
巻
/
岡
山
間
・

P
8
8
1
9
)

-
上
は
、
御
九
帳
の
う
ち
に
な
ほ
は
た
隠
れ
て
、

さ
だ
か
に
も
お
は
せ
ぬ
を
、
「
な
ほ
外
に
出
で
さ
せ
給
へ
。
あ
や
し
く
埋
れ
て
」
と
間

え
給
へ
ば
、

ゐ
ざ
り
出
で
給
へ
る
に

(
『
夜
の
寝
覚
』
巻
五
/
λ

日
本
古
典
文
学
大
系
・

P
3
6
6
)

-
よ
き
女
の
か
し
づ
か
れ
給
ひ
た
る
は
、

か
く
こ
そ
お
は
す
べ
け
れ
と
見
ゆ
る
も
の
か
ら
、
あ
ま
り
埋
れ
給
へ
る
気
色
な
ど
は
、

か
く

は
な
ば
な
と
も
て
な
さ
れ
給
へ
る
御
あ
り
さ
ま
に
は
た
が
ひ
て

(
『
狭
衣
物
語
』
巻
一
/
日
本
古
典
全
書
|
上
・

P
2
4
2
)
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こ
れ
ら
の
〈
類
例
〉
を
よ
く
よ
く
注
意
し
て
見
て
い
る
と
、
傍
線
部
①
の
苧
ん
で
い
る
真
の
問
題
は
、
実
は
「
給
ふ
L

の
有
無
に
あ
る

の
で
は
な
く
、

む
し
ろ
複
合
動
詞
「
埋
れ
ゐ
る
」
の
方
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
こ
と
に
気
が
つ
く
は
ず
で
あ
る
。
早
い
話
が
、

「
埋
る
」
の
用
例
は
こ
の
よ
う
に
造
作
な
く
拾
え
て
も
、
寸
埋
れ
ゐ
る
」
の
用
例
は
見
出
だ
し
が
た
い
、
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。
考
え
て
み

れ
ば
、
そ
の
人
物
が
内
気
で
辛
気
臭
く
引
き
こ
も
り
が
ち
で
あ
る
こ
と
を
表
現
す
る
に
は
「
埋
る
」
を
用
い
る
だ
け
で
必
要
十
分
だ
っ
た

わ
け
だ
。
と
す
れ
ば
、
「
給
ふ
」
が
脱
落
し
た
の
で
は
と
か
、

一
般
論
だ
と
か
、
姫
宮
で
は
な
く
宰
相
の
君
自
身
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の

だ
と
か
、
も
は
や
そ
う
し
た
こ
と
は
ま
っ
た
く
争
点
と
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
の
課
題
は
た
だ
ひ
と
つ
、
「
む
も
れ
い
た
る
も
」
の
原
形
探
求

な
の
で
あ
る
。
そ
う
な
る
と
、
誰
の
脳
裏
に
も
思
い
浮
か
ぶ
こ
と
ば
は
、
形
容
詞
「
埋
れ
い
た
し
」
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
給
L

↓
「
ゐ
L

の
誤
写
で
「
埋
れ
給
(
ひ
・
う
)

た
る
も
」
と
す
る
別
の
ア
イ
デ
ア
に
も
未
練
は
残
る
が
、
本
稿
で
は
、

ひ
と
ま
ず
こ
の
「
埋
れ
い
た
し
L



の
方
を
正
解
と
み
て
採
っ
て
お
き
た
い
。

-
立
ち
な
が
ら
と
、

た
び
た
び
消
息
あ
り
け
れ
ば
、

い
で
や
と
は
お
ぽ
し
わ
づ
ら
ひ
な
が
ら
、

い
と
あ
ま
り
埋
れ
い
た
き
を
、
物
越
し

ば
か
り
の
対
面
は
と
、
人
知
れ
ず
待
ち
聞
え
給
ひ
げ
り
。

(
『
源
氏
物
語
』
賢
木
巻
/
日
本
古
典
文
学
全
集

lω
・
P
7
6
1
7
)

-
こ
の
た
び
は
、

い
と
い
た
う
な
よ
び
た
る
薄
様
に
、

い
と
う
つ
く
し
げ
に
書
き
給
へ
り
。
若
き
人
の
め
で
ざ
ら
む
も
、

い
と
あ
ま
り

埋
れ
い
た
か
ら
む
。

(
同
明
石
巻
/
同
・

P
2
3
9
)

-
か
う
な
む
気
近
き
ほ
ど
に
て
見
奉
り
つ
る
と
ば
か
り
は
、

か
の
御
耳
に
聞
え
知
ら
せ
ざ
ら
む
も
、
あ
ま
り
埋
れ
い
た
き
心
地
し
て

(
『
狭
衣
物
語
』
巻
二
/
日
本
古
典
全
書
l
上
・

P
2
8
9
)

『
全
釈
』
は
、
「
刈
谷
一
冊
本
の
よ
う
に
「
む
も
れ
い
た
く
も
」
な
ら
、
判
り
や
す
い
L

と
述
べ
て
い
る
が
、
当
該
文
脈
に
お
い
て
は
「
埋

れ
い
た
く
も
」
よ
り
も
、
「
あ
し
う
侍
り
な
む
」
等
の
省
略
を
考
え
た
「
埋
れ
い
た
き
も
」
の
方
が
、
よ
り
適
切
な
か
た
ち
と
い
え
よ
う
。
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誤
写
過
程
と
し
て
は
、
「
支
L

↓
「
留
」
が
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
想
定
可
能
で
あ
る
。

さ
て
、
ふ
た
つ
め
の
問
題
点
は
、
傍
線
部
②
の
「
れ
い
は
み
や
に
を
し
ふ
る
」
。
ま
ず
、
参
観
諸
本
に
加
え
て
『
校
本
』
を
も
繕
く
に
、

三
手
文
庫
本
等
ご
く
一
部
の
本
で
「
れ
い
は
み
に
や
を
し
ふ
る
」
と
あ
る
ほ
か
は
、
現
存
す
る
ほ
と
ん
ど
の
伝
本
の
本
文
は
こ
の
か
た
ち

で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
三
手
文
庫
本
に
拠
っ
た
『
注
釈
的
研
究
』
が
、
本
文
を
「
例
は
み
に
や
を
し
ふ
る
」
に
作
り
、
「
み

に
や
の
み
は
、
身
で
、
自
称
の
代
名
詞
で
、
自
分
、
わ
た
く
し
等
の
意
」
と
説
明
し
て
い
る
の
を
除
け
ば
、
同
じ
く
三
手
文
庫
本
を
底
本

と
し
て
極
力
そ
の
本
文
に
忠
実
な
読
解
を
心
が
け
て
い
る
は
ず
の
『
集
成
』
も
含
め
て
、
諸
注
こ
こ
を
「
例
は
宮
に
教
ふ
る
」
と
読
み
、

北
大
文
学
部
紀
要



守
護
措
坂
越
え
ぬ
権
中
納
言
』
覚
書

そ
の
う
え
で
、

O
い
つ
も
は
こ
の
私
に
ど
う
教
へ
て
ゐ
る
か
、

み
だ
り
に
男
に
返
事
な
ど
し
て
は
い
け
ぬ
と
言
っ
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
か
。
(
『
校
註
』
)

O
で
も
、

い
つ
も
、
私
に
軽
々
し
く
殿
方
に
御
返
事
な
ど
申
し
て
は
い
け
な
い
と
い
っ
て
教
へ
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

(
『
新
講
』
)

O
い
つ
も
は
私
に

(
軽
々
し
く
男
に
返
事
を
す
る
も
の
で
は
な
い
と
)
教
え
る
の
に
。

(
『
全
釈
』
)

O
い
つ
も
は
私
に
寸
軽
率
に
男
へ
返
事
な
ど
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
教
え
て
い
る
の
に
。

(
『
新
大
系
』
)

の
ご
と
く
に
解
す
る
立
場
と
、

-50-

O
(
こ
ん
な
ふ
う
に
、
男
の
人
か
ら
消
息
の
あ
っ
た
時
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
に
つ
い
て
)
い
つ
も
は
お
前
が
私
(
宮
)
に
教
え
て
く

れ
る
こ
と
で
す
よ
。
(
そ
れ
な
の
に
今
夜
に
限
っ
て
、
い
か
が
な
ど
と
私
に
聞
い
た
り
す
る
。
こ
れ
は
い
っ
た
い
ど
う
し
た
こ
と
な
の
。

私
に
は
わ
か
ら
な
い
わ
。
そ
れ
に
気
分
も
悪
い
)
。

(
『
鑑
賞
』
)

O
い
つ
も
な
ら
、

お
ま
え
が
私
に
受
け
答
え
を
教
え
て
く
れ
る
の
に
。

(
『
全
訳
注
』
)

の
ご
と
く
に
解
す
る
立
場
と
が
お
お
ま
か
に
み
て
対
立
し
て
い
る
、

と
い
う
の
が
現
状
ら
し
い
。
だ
が
、
ど
ち
ら
の
解
釈
に
し
た
が
う
に

し
で
も
不
思
議
で
な
ら
な
い
の
は
、
こ
れ
ら
諸
注
が
自
称
と
し
て
の
「
宮
」
に
な
ん
ら
疑
い
を
い
だ
い
て
い
な
い
点
な
の
だ
。
結
論
か
ら

い
え
ば
、

い
く
ら
「
宮
」
様
で
あ
っ
て
も
自
称
は
あ
く
ま
で
「
ま
ろ
し

の
は
ず
で
あ
り
、
会
話
の
中
で
自
分
の
こ
と
を
「
宮
L

と
呼
ぶ
こ



と
は
あ
り
え
な
い
。

ゆ
え
に
、
「
宮
」
を
「
私
」
と
訳
す
の
は
、

ま
っ
た
く
の
誤
り
な
の
で
あ
る
。

い
く
つ
か
の
注
釈
書
が
参
考
と
し
て
掲

げ
る
『
夜
の
寝
覚
』
巻
三
の
「
例
は
教
へ
給
ふ
に
こ
そ
」
は
こ
の
点
で
似
て
非
な
る
例
と
し
か
評
せ
な
い
し
、

ま
た
、
『
評
釈
』
が
、
こ
の

箇
所
を
強
い
て
寸
地
の
文
で
あ
る
」
と
し
て
、
寸
い
つ
も
男
と
い
ふ
も
の
は
浮
気
物
故
軽
々
し
く
返
事
な
ど
す
る
も
の
で
は
な
い
、

と
教
へ

て
ゐ
る
で
は
な
い
か
と
い
ふ
様
子
で
」
な
ど
と
、
依
拠
し
た
本
文
に
お
よ
そ
忠
実
と
は
い
い
が
た
い
通
釈
を
施
し
て
い
る
理
由
も
そ
こ
に

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

少
な
く
と
も
、
「
み
や
」
H

「
宮
」
で
姫
宮
の
自
称
と
解
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
そ
れ
で
も
な
お
「
例
は
宮
に
教
ふ
る
し
の
本
文
に

執
着
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

そ
の
場
合
の
「
宮
L

と
は
、
中
納
言
の
姉
妹
に
あ
た
る
「
中
宮
」
か
、
作
品
の
表
面
に
は
登
場
し
な
い
姫
宮
の

女
親
H

「
母
宮
」
か
、
両
者
の
う
ち
の
ど
ち
ら
か
を
指
す
も
の
と
考
え
る
ほ
か
は
あ
る
ま
い
が
、
物
語
展
開
上
の
必
然
性
を
問
題
に
す
る

ま
で
も
な
く
、
謙
譲
語
が
欠
如
し
た
か
た
ち
の
本
文
「
宮
に
教
ふ
る
」

で
は
、

い
ず
れ
の
道
も
は
じ
め
か
ら
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
と
判
断
せ
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ざ
る
を
え
な
い
だ
ろ
う
。
ど
う
や
ら
従
来
の
通
説
、
「
み
や
L
H
「
宮
」
と
捉
え
る
解
釈
は
、
こ
の
あ
た
り
で
完
全
に
放
棄
さ
れ
ね
ば
な
ら

な
い
よ
う
だ
。

な
ら
ば
、
ど
う
す
る
か
。
|
遺
憾
な
が
ら
現
時
点
で
こ
れ
と
い
っ
た
妙
案
は
な
い
。
た
だ
、
最
低
限
こ
れ
だ
げ
は
い
え
る
は
ず
だ
。
す

な
わ
ち
、
傍
線
部
②
本
文
中
の
「
や
」
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
係
助
詞
で
あ
っ
て
、
末
尾
の
「

1
ふ
る
L

(

ハ
行
下
二
段
動
詞
の
連
体
形
)
と
呼

応
関
係
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
推
定
さ
れ
る
原
形
の
骨
格
を
示
せ
ば
、
「
例
は
tJ
や

1
ふ
る
」
と
な
る
わ
け
だ
が
、

そ
こ
か
ら
先
が

ど
う
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
『
大
系
』
は
、

そ
の
補
注
に
お
い
て
、

O
底
本
ほ
か
諸
本
1

み
や
に
L

o

J

乞
し
ふ
る
L

と
連
体
形
で
止
め
て
あ
る
点
か
ら
見
て
尚
・
三
・
神
本
「
み
に
や
」
(
身
に
や
)

に
よ
る

北
大
文
学
部
紀
要



『
逢
坂
越
え
ぬ
権
中
納
言
』
覚
書

べ
き
か
。

と
述
べ
て
お
り
、

ま
た
実
際
に
、
三
手
文
庫
本
を
底
本
と
す
る
『
注
釈
的
研
究
』
は
、
す
で
に
紹
介
し
た
よ
う
に
そ
の
線
で
理
解
し
て
「
諸

本
の
多
く
は
「
み
や
に
」
と
あ
る
が
、
底
本
文
は
原
本
通
り
で
あ
ら
う
」
と
主
張
し
て
い
る
の
だ
け
れ
ど
も
、
こ
の
見
方
に
も
に
わ
か
に

は
賛
同
で
き
な
い
わ
げ
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

一
人
称
代
名
詞
と
し
て
の
「
身
」
は
、
は
る
か
後
代
、
能
・
狂
言
の
時
代
に
ま
で
下
っ
て
よ

う
や
く
現
わ
れ
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
、
十
一
世
紀
中
葉
の
散
文
に
お
い
て
、
寸
身
」
H

「私
L

の
用
法
は
常
識
的
に
は
考
え
に
く
い
と
こ

ろ
だ
ろ
う
。
あ
く
ま
で
人
称
代
名
調
に
こ
だ
わ
る
の
で
あ
れ
ば
、
「
こ

(
己
)
〉
」
↓
寸
み

(三
)
L

の
誤
写
と
み
て
、
「
例
は
こ
こ
に
や
教

ふ
る
」
と
解
く
腹
案
も
あ
る
に
は
あ
る
が
、

そ
れ
も
い
か
が
か
。
傍
線
部
②
本
文
の
難
解
さ
を
指
摘
し
て
、
今
は
こ
の
程
度
に
と
ど
め
て

お
く
ほ
か
は
な
い
。

，品-
J、

さ
て
最
後
に
、
少
々
趣
き
を
変
え
て
、
こ
の
物
語
中
に
見
て
と
れ
る
「
こ
と
ば
遊
び
」
的
表
現
を
順
に
い
く
つ
か
指
摘
し
て
お
く
こ
と

に
し
よ
う
。
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1 

琴
、
笛
な
ど
取
り
散
ら
し
て
、
調
べ
ま
う
け
て
待
た
せ
給
ふ
な
り
げ
り
。
ほ
ど
な
き
月
も
雲
隠
れ
ぬ
る
を
、
星
の
光
に
遊
ば
せ
給
ふ
。

こ
の
方
に
つ
き
な
き
殿
上
人
な
ど
は
、

ね
ぶ
た
げ
に
う
ち
あ
く
び
っ
つ
、
す
さ
ま
じ
げ
な
る
ぞ
わ
り
な
き
。
(
P
9
3
L
5
1
P
9
4
L
3
)
 

こ
れ
は
閏
冒
頭
近
く
、
五
月
三
日
の
夜
の
内
裏
管
弦
の
記
述
で
あ
る
が
、
傍
線
部
分
の
意
味
つ
い
て
は
こ
の
夜
の
演
奏
の
評
価
と
絡
め
る

か
た
ち
で
、

O
音
楽
に
趣
味
が
な
く
て
も
、
こ
ん
な
に
す
ば
ら
し
い
演
奏
が
わ
か
ら
な
い
と
は
、

む
ち
ゃ
く
ち
ゃ
な
話
だ
。
間
接
的
に
演
奏
の
す
ば

ら
し
さ
を
誉
め
て
い
る
。

(
『
全
集
』
)

O
間
接
的
に
管
弦
の
遊
び
の
す
ば
ら
し
さ
を
表
現
し
、
半
面
こ
う
し
た
音
楽
の
才
の
な
い
人
は
、
色
好
み
的
で
も
な
い
こ
と
を
暗
示
す

る

(
『
鑑
賞
』
)

と
把
握
す
る
立
場
と
、

北
大
文
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『
逢
坂
越
え
ぬ
権
中
納
言
』
覚
書

O
権
中
納
言
は
帝
の
お
ぼ
え
が
め
で
た
く
、
管
弦
に
す
ぐ
れ
た
理
想
の
人
物
と
見
え
る
が
、
そ
の
今
の
憂
愁
の
思
い
が
伝
染
し
て
し
ま
っ

た
か
ら
か
、
宮
中
で
の
内
々
の
お
遊
び
も
興
の
な
い
も
の
と
な
っ
た
。

(
『
全
訳
注
』
)

O
三
日
月
の
光
に
遮
ら
れ
て
い
た
幽
か
な
星
の
光
が
見
え
る
の
だ
か
ら
、

五
月
闇
と
呼
ば
れ
る
雲
の
垂
れ
こ
め
た
夜
景
で
あ
る
。
嘆
覚

印
象
を
刺
激
す
る
状
況
だ
が
、
音
楽
効
果
を
発
揮
す
る
に
は
、
適
切
で
は
な
い
。
権
中
納
言
の
、
情
熱
の
な
い
義
理
だ
け
の
演
奏
で
、

「
つ
き
な
き
殿
上
人
」
を
も
感
動
さ
せ
る
ほ
ど
で
な
か
っ
た
平
凡
な
遊
楽
を
想
察
さ
せ
る
。

(
『
集
成
』
)

と
理
解
す
る
立
場
と
が
対
立
し
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
一
文
が
わ
ざ
わ
ざ
添
え
ら
れ
た
最
大
の
理
由
が
、
少
な
く
と
も
そ
う
し
た
次

元
で
論
じ
ら
れ
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
す
な
わ
ち
こ
こ
は
、
寸
ほ
ど
な
き
月
も
雲
隠
れ
L

て
し
ま
っ
た
、

そ
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の
叙
述
を
承
け
て
「
こ
の
方
に
つ
き
な
き
殿
上
人
L

が
登
場
し
て
く
る
し
く
み
に
な
っ
て
い
る
わ
げ
で
あ
っ
て
、
「
つ
き
な
し
L

に
「
月
無

し
」
を
響
か
せ
て
酒
落
て
い
る
点
こ
そ
が
重
要
な
の
で
あ
る
。

ζ

の
掛
調
は
、

-
逢
ふ
こ
と
の
今
は
は
っ
か
に
な
り
ぬ
れ
ば
夜
深
か
ら
で
は
っ
き
な
か
り
け
り

(
『
古
今
集
』
誹
譜
歌
|
1
0
4
8
・
平
中
興
)

-
明
け
ぬ
れ
ば
つ
き
な
く
な
り
ぬ
女
郎
花
人
し
れ
ず
こ
そ
摘
ま
む
と
は
思
へ

(
『
古
今
六
帖
』
六
1
3
6
7
7
・
凡
河
内
朗
恒
/
『
鰐
恒
集
』

4
7
5
)

-
ふ
け
し
夜
の
星
の
光
の
あ
ゃ
な
さ
に
つ
き
な
し
と
て
ぞ
立
ち
帰
り
ぬ
る

(
『
浅
茅
が
露
』
|
9
)

等
々
あ
り
ふ
れ
た
も
の
。
極
論
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
「
酒
落
」
を
付
加
す
る
た
め
だ
け
に
傍
線
部
本
文
は
書
か
れ
た
と
さ
え
い
っ
て
よ
か



ろ〉フ。

2 

「
明
後
日
、
根
合
し
侍
る
を
、

い
づ
か
た
に
か
寄
ら
む
と
お
ぼ
し
め
す
」
と
聞
ゆ
れ
ば
、
「
あ
や
め
も
知
ら
ぬ
身
な
れ
ど
も
、
引
き
取

り
給
は
む
方
に
こ
そ
は
」
と
の
た
ま
へ
ば
、
「
あ
や
め
も
知
ら
せ
給
は
、
ぎ
な
れ
ば
、
右
に
は
不
用
に
こ
そ
は
。
さ
ら
ば
、
こ
な
た
に
」

と
て
、
小
宰
相
の
君
、
押
し
取
り
聞
え
さ
せ
つ
れ
ば
、
御
心
も
寄
る
に
や
、
「
か
う
何
せ
ら
る
る
折
も
侍
り
け
る
は
」
と
て
、

に
く
か

ら
ず
う
ち
笑
ひ
て
出
で
給
ひ
ぬ
る
を

(
P
9
4
L
8
1
P
9
6
L
1
)
 

五
月
五
日
に
中
宮
の
御
前
で
催
さ
れ
る
根
合
の
た
め
に
、
小
宰
相
の
君
が
中
納
言
を
強
引
に
わ
が
方
人
に
し
て
し
ま
う
、

と
い
う
場
面
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だ
が
、
こ
こ
で
傍
線
を
施
し
た
ご
と
く
、
動
調
「
押
し
取
る
」
が
選
択
さ
れ
た
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
ば
に
つ
い
て
、
た
と

え
ば
「
強
引
に
、
無
理
や
り
に
取
り
こ
む
こ
と
。
あ
や
め
の
機
転
で
、
す
ば
や
く
中
納
言
の
気
持
を
引
き
こ
ん
だ
の
で
あ
る
」
(
『
対
照
』
)

と
す
る
の
は
し
ご
く
も
っ
と
も
な
見
解
と
い
え
る
が
、
言
語
遊
戯
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
ま
た
別
の
見
方
も
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

要
す
る
に
、
こ
の
「
押
し
取
り
L

は
、
中
納
言
の
発
言
「
引
き
取
り
給
は
む
方
に
こ
そ
は
」
に
導
か
れ
て
選
び
出
さ
れ
た
の
で
は
な
か
っ

た
か
、
と
。
菖
蒲
を
「
引
く
」
に
掛
け
た
「
引
き
取
る
」
と
の
対
比
で
、
今
度
は
「
押
し
取
る
L

と
承
け
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
結
果
的

に
そ
の
よ
う
な
解
釈
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
の
だ
、
と
い
う
の
で
は
な
く
、
そ
こ
に
は
作
者
の
愉
快
な
遊
び
心
が
必
ず
や
作
用
し
て
い
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

北
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『
逢
坂
越
え
ぬ
権
中
納
言
』
覚
書

3 

中
納
言
、

さ
こ
そ
心
に
入
ら
ぬ
気
色
な
り
し
か
ど
、

え
も
い
は
ぬ
根
ど
も
引
き
具
し
て
参
り
給
へ
り
。

そ
の
日
に
な
り
て
、

(
P
9
7
L
4
1
7
)
 

根
合
当
日
、
中
納
言
の
参
上
で
あ
る
。
が
、
傍
線
部
「
引
き
具
し
て
L

を
説
明
し
て
、
た
と
え
ば
「
菖
蒲
の
「
根
」
の
縁
語
。
た
ず
さ

え
て
」
(
『
新
大
系
』
)
と
述
べ
た
だ
け
で
は
ほ
と
ん
ど
意
味
が
な
く
、
「
「
引
く
L

は
菖
蒲
の
「
根
」
の
縁
語
。
し
ゃ
れ
た
言
い
ま
わ
し
」
(
『
全

訳
注
』
)
と
い
う
の
で
も
ま
だ
も
の
足
ら
な
い
。
こ
こ
は
、
「
え
も
い
は
ぬ
L

菖
蒲
の
「
根
ど
も
」
を
擬
人
化
し
て
、
よ
り
す
ぐ
り
の
精
鋭

部
隊
を
中
納
言
が
意
気
揚
々
と
引
き
従
え
て
や
っ
て
来
た
と
す
る
、
作
者
の
ユ
ー
モ
ア
を
感
じ
取
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
は
、

-
中
将
、
人
々
引
き
具
し
て
帰
り
参
り
て
、

か
ぐ
や
姫
を
え
戦
ひ
止
め
ず
な
り
ぬ
る
こ
と
、
細
々
と
奏
す
。

(
『
竹
取
物
語
』
/
新
潮
日
本
古
典
集
成
・

P
8
3
)

-
三
条
い
と
め
で
た
く
造
り
立
て
て
、
「
六
月
に
渡
り
な
む
。
こ
こ
に
て
、
か
く
い
み
じ
き
目
を
見
る
は
、
こ
こ
の
あ
し
き
か
と
心
見
む
」

と
て
、
御
む
す
め
ど
も
引
き
具
し
て
、
急
ぎ
給
ふ
。

(
『
落
窪
物
語
』
巻
三
/
柿
本
奨
『
落
窪
物
語
注
釈
』
・

P
4
6
9
)

-
お
ほ
よ
そ
人
だ
に
、
今
日
の
物
見
に
は
、
大
将
殿
を
こ
そ
は
、
あ
や
し
き
山
賎
さ
へ
見
奉
ら
ん
色
す
な
れ
。
遠
き
国
々
よ
り
妻
子
を
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(
『
源
氏
物
語
』
葵
巻
/
日
本
古
典
文
学
全
集

lω
・
P
1
5
)

・
そ
の
夜
、
内
裏
に
も
女
三
宮
ぞ
具
し
奉
ら
せ
給
ひ
で
、
入
り
給
ひ
げ
る
を
、
御
覧
ず
る
に
つ
け
て
も
、
「
あ
ま
た
引
き
具
し
奉
ら
せ
給

引
き
具
し
つ
つ
も
参
う
で
来
な
る
を

は
ま
し
も
の
を
」
と
お
ぼ
し
め
す
に
、
寸
『
亡
き
が
多
く
も
』
と
は
、
げ
に
こ
れ
に
や
L

と
、
言
思
も
し
あ
へ
さ
せ
給
は
ず
。

(
『
狭
衣
物
語
』
巻
二
/
日
本
古
典
全
書
|
上
・

P
3
5
0
)

・
年
は
い
と
若
く
て
、
大
弐
に
も
な
り
け
れ
ば
、
や
む
ご
と
な
き
妻
ど
も
あ
ま
た
引
剖
到

U
引
、
思
ふ
さ
ま
に
て
下
れ
ど

(
同
巻
四
/
同
!
下
・

P
2
8
1
)

な
ど
と
い
っ
た
例
に
照
ら
し
て
も
明
ら
か
で
は
あ
る
ま
い
か
。

4 
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「
む
げ
に
か
く
て
や
み
な
む
も
、
名
ご
り
つ
れ
づ
れ
な
る
べ
き
を
、
琵
琶
の
音
こ
そ
恋
し
き
ほ
ど
に
な
り
に
た
れ
L

と
、
中
納
言
、
弁

を
そ
そ
の
か
し
給
へ
ば
、
「
そ
の
こ
と
と
な
き
い
と
ま
な
さ
に
、

み
な
忘
れ
に
て
侍
る
も
の
を
L

と
い
へ
ど
、

の
が
る
べ
う
も
あ
ら
ず

の
た
ま
へ
ば
、
盤
渉
調
に
か
い
調
べ
て
、

は
や
り
か
に
か
き
鳴
ら
し
た
る
を
、
中
納
言
、
堪
へ
ず
を
か
し
う
や
お
ぽ
さ
る
ら
む
、
和

琴
取
り
寄
せ
て
、
弾
き
あ
は
せ
給
へ
り
。
こ
の
世
の
こ
と
と
も
問
え
ず
。

(
P
1
0
5
L
5
1
P
1
0
6
L
7
)
 

根
合
、
そ
し
て
歌
合
も
終
わ
っ
た
。
そ
の
「
名
ご
り
」

の
寸
つ
れ
づ
れ
L

を
充
た
す
べ
く
、

や
が
て
中
納
言
の
主
導
で
管
弦
の
遊
び
が

北
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『
逢
坂
越
え
ぬ
権
中
納
言
』
覚
書

は
じ
ま
る
。
こ
の
部
分
に
み
え
る
二
箇
所
の
「
こ
と
L

を
諸
注
は
そ
の
ま
ま
平
板
に
解
釈
し
て
済
ま
せ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
少
な
く

と
も
ふ
た
つ
め
の
「
こ
と
L

に
は
、
楽
器
の
寸
琴
」
の
意
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。
す
な
わ
ち
、
「
(
中
納

言
の
弾
奏
す
る
和
琴
の
音
色
は
)
こ
の
世
の
琴
(
の
音
色
)

と
も
思
わ
れ
な
い
L

と
い
う
わ
け
で
あ
る

(
ち
な
み
に
、
塚
原
鉄
雄
・
神
尾

暢
子
両
氏
に
よ
る
新
典
社
本
の
注
記
は
、
「
現
世
の
琴
の
音
と
も
思
え
な
い
L

と
し
て
い
る
)
。
ま
た
、
中
納
言
の
こ
と
ば
を
受
け
た
弁
の

応
答
に
も
、
「
(
御
所
望
の
琵
琶
に
限
ら
ず
)

ど
の
琴
(
日
弦
楽
器
)
を
(
練
習
す
る
)

と
い
う
こ
と
も
な
い
ほ
ど
の
忙
し
さ
に
L

と
い
っ

た
機
知
を
読
み
取
る
方
が
お
も
し
ろ
い
。
な
お
、
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
巻
二
で
、
帰
朝
し
た
中
納
言
が
上
京
後
は
じ
め
て
参
内
し
、
帝
の

御
前
で
挙
の
琴
を
奏
で
る
次
の
場
面
、

-
御
前
に
召
し
あ
り
て
参
り
給
へ
る
に
、
年
ご
ろ
隔
て
て
御
覧
ず
る
は
、
あ
さ
ま
し
う
こ
の
世
の
も
の
な
ら
ず
。
:
:
・
:
:
「
遊
び
な
ど
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も
す
さ
ま
じ
う
覚
え
て
、
こ
と
に
も
の
の
音
な
ど
も
聞
か
で
な
ん
す
ご
し
つ
る
に
」
と
て
、
御
遊
び
は
じ
ま
る
。
中
納
言
は
、
こ
の

世
の
こ
と
ど
も
め
づ
ら
し
う
お
ぽ
さ
れ
て
、
見
し
世
の
春
に
似
た
り
し
ほ
ど
な
ど
、
こ
と
に
つ
け
っ
つ
い
み
じ
う
お
ぽ
さ
る
れ
ば
、

心
澄
ま
し
て
か
き
た
て
給
へ
る
李
の
琴
の
音
、

お
も
し
ろ
う
あ
は
れ
な
る
こ
と
か
ぎ
り
な
し
。
(
日
本
古
典
文
学
大
系
・

P
2
5
0
)

な
ど
も
、
同
様
に
読
む
こ
と
が
許
さ
れ
る
例
の
ひ
と
つ
に
数
え
て
よ
い
と
思
う
の
だ
が
、

い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。

* 

『
逢
坂
越
え
ぬ
権
中
納
言
』
を
読
み
解
く
う
え
で
、

ま
た
、
論
じ
る
に
際
し
て
そ
の
確
定
が
重
要
な
鍵
を
握
る
、
例
の
、
「
少
将
」
か
「
中



将
」
か
と
い
う
大
問
題
に
は
、
残
念
な
が
ら
触
れ
え
な
か
っ
た
。
以
上
に
述
べ
た
私
見
の
妥
当
性
を
も
含
め
て
、
積
み
残
さ
れ
た
こ
の
作

品
の
注
釈
上
の
懸
案
に
つ
い
て
、
今
後
も
な
お
検
討
を
つ
づ
け
た
い
。

北
大
文
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